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〜 

平
成
24
年
度
事
務
事
業
評
価
の

                          

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

〜

　

市
で
は
、
効
率
的
で
質
の
高
い
、
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
成
果
重
視
の
行
政
運
営

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対
す
る

説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
政
の
透
明
性
を

高
め
る
た
め
、
平
成
23
年
度
よ
り
事
務
事

業
評
価
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
と
な
る
平
成
24
年
度
は
、
第
１

次
十
和
田
市
総
合
計
画
第
２
期
実
施
計
画

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
務
事
業
の
中
か

ら
、
平
成
23
年
度
に
実
施
さ
れ
た
79
事
務

事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
平
成
25
年

度
に
お
け
る
事
務
事
業
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
（
評
価
対
象
事
務
事
業

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
十
和
田
市
行
政
改
革
推
進
懇
談

会
（
会
長　

伊
藤
伸
彦
北
里
大
学
副
学

長
）
に
お
い
て
、
第
三
者
の
視
点
か
ら
評

価
を
行
う
こ
と
が
有
意
義
と
考
え
ら
れ
る

２
事
務
事
業
お
よ
び
同
懇
談
会
選
定
の
１

事
務
事
業
を
対
象
と
し
て
、
外
部
評
価
を

行
い
ま
し
た
（
評
価
結
果
お
よ
び
今
後
の

対
応
方
針
は
、
下
表
の
と
お
り
）。

　

１
月
23
日
、
伊
藤
会
長
が
市
役
所
を
訪

れ
、
小
山
田
市
長
に
報
告
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
伊
藤
会
長
は
「
評
価
結
果
を
業
務

に
生
か
す
こ
と
が
重
要
。
外
部
評
価
は
市

民
が
市
の
業
務
を
知
る
い
い
機
会
で
す
。

来
年
度
は
委
員
の
一
般
公
募
も
含
め
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の

見
直
し
お
よ
び
行
政
運
営
に
い
か
し
て
い

き
ま
す
。

外部評価
対象事務事業名

25年度の方向性
外部評価を踏まえた今後の対応方針

担当課の評価 外部評価

安全・安心メール配信
システムの整備事業
【担当課：総務課】

有効性を改善し
て継続

有効性を改善し
て継続

▲

市民の生命を守り、防災および減災対策を強化するため、国な
　どから送られてくる緊急・防災情報などを安全・安心メールを
　通じて迅速、確実に伝達するシステムを構築します。▲

安全・安心メール配信システム運営委員会などを開催し、生活
　情報カテゴリーに関してのシステムなどを見直し、利用者の利
　便性と登録拡大を図ります。

介護予防事業　湯っこ
で生き生き交流事業
【担当課：高齢介護課】

現状のまま継続

有効性、効率性
の改善に留意し
つつ事業の重点
化を図る

▲

介護予防事業のさらなる充実を図ることや、男性参加者を増や
　すことを目的に市広報などで事業をＰＲし、高齢者の参加者を増
　やしていきます。また、老人クラブ連合会や町内会連合会などの
　広報紙などへ事業の掲載を依頼し、会員の参加を働きかけます。

▼自分で会場へ行けるかたには、曜日を定めず、いつでも介護予
　防体操に参加できるよう、気軽に参加できる仕組みを作ってい
　きます。

▼事業の充実を図るため、参加者からのアンケートを踏まえ、十
　和田湖地区には春と秋の２回訪れるようにすることや、新しい
　メニューも取り入れるなど創意工夫を行います。

地域防犯活動支援事業
【担当課：生活環境課】

現状のまま継続 有効性を改善し
て継続

▼祭りや街頭啓発で十分な効果が発揮できるよう、対象となる行
　事などの選択を検討し、地域で防犯活動を行っている団体への
　支援や町内会での防犯意識啓発のための研修会などの開催につ
　いて検討します。

▼防犯協会の組織内研修や、一般市民に対する研修などの企画運
　営が円滑に実施できるようにするための支援方法を検討します。

▼警察が収集している犯罪の件数や傾向などさまざまな情報を入
　手し、その原因や対策などどういった活動が効果的なのか警察
　との連携を深め、防犯協会や地域防犯団体の活動につなげるよ
　う検討します。

※評価方法などの詳細については、市ホームページ上に公開しています。

外部評価対象事務事業の評価結果と今後の対応方針

十和田市　24年度　事務事業評価 検索索

十和田市行政改革推進懇談会での
外部評価の様子

伊藤会長が小山田市長に
報告書を提出

市
の
事
業
を
市
民
の
目
で
評
価
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